
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

1月決算の国内リートにおいて、エリアにより強弱はあるものの渋谷を中心としたオフィス需
要の回復傾向がみられたほか、物流施設における力強い賃料増額や、ホテル業績の回復傾向な
どもみられました。加えて、株式会社の自社株買いに相当する自己投資口の取得など資本コス
トを意識した動きや、バリューアップ工事により賃料増額を目指す動きが増えています。こう
した環境の中、日銀の金融政策正常化に対する警戒感が重石となりますが、投資主価値向上に
向けた取り組みが期待されることから、国内リートは底堅く推移すると予想します。

国内各種資産利回り
2024年2月22日時点

34.70%

投資環境見通し（2024年2月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
2月22日

国内リート市場は、底堅く推移すると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で下落しました。
米国の早期利下げ観測が後退したことや日米の株高などから国内リートの相対的な投資妙味が薄
れ、売りが優勢となりました。週末、植田日銀総裁が国会答弁において、日本経済が「デフレで
はなくインフレの状態にある」との見解を示したことで、日銀による早期の政策正常化が改めて
意識されました。
セクター別では、オフィスセクターが上昇した一方、住宅セクターや商業・物流等セクターが下
落しました。

国内リート見通し

マーケットの動き（2024年2月19日～2月22日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2023年1月31日～2024年2月22日）
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東証REIT指数 1,700.68 ▲0.81% ▲7.04% ▲9.09% ▲7.20%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

2,660.71 1.37% 4.67% 16.85%
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